
 

■　活動紹介

〒336-8526

■　連携を希望する取組について

団 体 名 等 コープデリ生活協同組合連合会

埼玉県さいたま市南区根岸1-4-13

「関東食育連携プラットフォーム～この指とまれ！～」エントリーシート（関東農政局）

電 話 番 号 048（839）1849 F A X 048（839）1859

担 当 者 CSR推進部　宮川和之 E - m a i l kazuyuki_miyakawa@coopdeli.coop

食に携わる全てのステークホルダー

取　組　内　容
生協には、他の企業にはない「組合員組織」があります。
組合員さんは、日常より活動を活発にしています。食に関するテーマは人気があります。さまざまなステークホ
ルダーの方々を組合員活動とおつなぎすることにより、有意義な食育活動が進むと考えています。

　 食育活動写真　（任意）

 

活 動 の 効 果
食卓にのぼる料理が、もとをたどっていくとどこからきているのか学ぶ。また、食に携わる方々のこだわりを聞
く。食の現場を体験する。希薄になりがちな消費者と生産者の距離が近くなる効果を感じています。フード
チェーンの各ステークホルダー間のコミュニケーション促進、信頼とパートナーシップを築く効果があります。

事 業 内 容

　コープデリ生活協同組合連合会は、関東信越の生協（コープみらい・いばらきコープ・とちぎコープ・コープぐ
んま・コープながの・コープにいがた・コープクルコ）の連合会です。商品・物流・生産・システム・経理・人事教
育などの共通基盤を整備し、宅配事業・店舗事業・サービス事業などの本部機能を共同で作り上げています。
　会員生協、コープデリ連合会およびコープデリ連合会の子会社は、コープデリグループとして同じ理念・ビ
ジョンのもと、事業・活動を進めています。

所 在 地 ホームページ等 http://www.coopnet.jp/

食　　育　　活　　動
 (連携事例を含む）

◆コープの食育「たべる、たいせつ」
コープは、食のつながりが実感できるさまざまな活動を通じて、子どもたちに食べものの大切さや食文化を体験してほしいと考えて
います。

●産地・生産者交流
百聞は一見に如かず。収穫してその場で調理して食べる。実体験ほど強いものはありません。プログラムは産地の生産者の皆さん
といっしょに考えて組み立てています。五感で感じて、食について何かしら関心をもってもらいたいと思い、取り組んでいます。

●コープデリ商品検査センター
食品の安全がどのような仕組みで守られているのかを、検査風景を見学しながら映像やクイズを学んだり、ジュースや野菜・果物な
どの糖度の測定、手洗いがきちんとできているかを確認する実験を行っています。

●キッズマルシェ
子どもたちが野菜・果物について学び、その知識を生かして実際に販売体験をする取り組みです。子どもたちだけで値決めや売り
方などを考えます。食の知識だけではなくコミュニケーション力を身につけることも目的としています。

●出前授業、出前学習会
“食”や“環境”に興味を持つきっかけ作りとして、小学校を中心に楽しく学べる体験プログラムを実施しています。

写真① 写真② 写真③

継 続 へ の 課 題
上記、食育活動事例に記載できないほど、様々な取り組みが実践されています。担当が全ての活動を把握で
きていません。実践内容の情報共有が課題

連携を希望する業種等


